
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

小5 社会 むずかしい こたえ なまえ

これからの食料生産 がつ にち

問題を よく 読んで 答えましょう。 めやす 15分

1 牛肉が とどくまで ① カタカナで 書く

牛が 生まれ、耳に 番号の 札を つける → 農家で 育てる →

肉に して パックにも 同じ 番号 → 買った 人が 番号で 調べる

① 食品が いつ・どこで 作られ、どのように 運ばれたかを たどれる、図のような

しくみを トレーサビリティ と いいます。

② 牛の 番号は（ 4けた ・ 10けた ）で、育った 場所などを インターネットで 調

べられます。

2 表を 読もう ③ 224万 − 136万 = 88万。④ 高齢化・こうれい化 も ○

農業を おもな 仕事に して いる 人の 数(農林業センサスから。数は およそ)

年 2005年 2015年 2020年

人数 224万人 176万人 136万人

③ 2005年から 2020年までに、およそ 88 万人 へりました。

④ 2020年には、この 人たちの およそ 7わりが 65さい 以上でした。はたらく 人

の 中で お年よりの わりあいが ふえる ことを 高れい化 と いいます。

3 考えて 書こう 農家(売り先・もうけ・はたらく 気持ち)と 食べる 人(新せん・安心)の 両方に ふれて ○

⑤ 地元で とれた 野菜を、地元の 学校給食に 使う 取り組みには、どんな よい こ

とが ありますか。農家と 食べる 人の 両方に ふれて 書きましょう。

(例)農家は 野菜を 売る 先が ふえ、地元の 人に 食べて もらえる。食べる 人は、作

った 人が 分かる 新せんな 野菜を 安心して 食べられる。
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